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雅楽の来た道-遣唐使と音楽
渡辺　信一郎
はじめに
日本の雅楽は､どこから来たのでしょうか｡てがかりを得るために､まず今日の日本雅楽の構
成から見ることにしましょう｡我われが聴くことのできる雅楽は､①舞楽(左方の楽､右方の楽)､
②管絃(唐楽)､ ③上代歌舞､ ④うたいもの､の四種類に区別できます｡雅楽が今日のような編
成をとるようになったのは､明治初年のことであり､近代になってから確定された伝統文化です｡
とはいえ､その前提には千数百年の歴史があり､長い粁余曲折をへて今日に至ったわけです｡
さい(士il,
四種の雅楽のうち､ ｢神楽歌｣ ｢久米舞｣等からなる③上代歌舞と､平安時代にできた催馬楽お
よび朗詠からなる④うたいものは､日本在来の音楽であり､さしあたりどこからきたのか間うま
でもありません｡問題は､ ①舞楽と②管絃です｡
舞楽は､左方の楽と右方の楽とからなり､左方の楽は唐楽･林邑楽･新制楽によって編成され､
敦煙莫高窟220窟楽舞図(貞観16年〔642〕題記)
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楽器には墜･筆築･龍笛･鞠鼓･太鼓･鉦鼓をもちいます｡右方の楽は､高麗楽ともよばれ､楽
器には筆第･高麗笛･三の鼓･太鼓･鉦鼓をもちいます｡舞楽は､舞を主体とします｡管絃は唐
一LZ
楽のみで､楽器には笠･筆築･龍笛･鞠鼓･太鼓･鉦鼓･撃･琵琶をもちい､楽曲の演奏をしま
す｡これからの話の参考のために､ 『古楽図(信西古楽図)』から採録した楽器図と貞観16年
(642)題記のある敦坦莫高窟220窟の楽舞図をつけておきましたので､適宜ご覧ください｡
このことから分かるように､ ①舞楽と②管絃のうち､唐楽にならって日本で作られた新制楽以
外は､南アジア(天竺･林邑) ･西域(亀叢.康国等) ･中国(磨) ･朝鮮半島(高句麗･新
楽器図(『日本古典全集』本『信西古楽図』より採録)I-i-:-,･i).:､.
(6)雅楽の来た遺-遣唐使と音楽(渡辺)
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羅･百済)に出自をもつ外来音楽が主流をしめます｡地図をご覧ください｡これで雅楽の来た道
が明らかになったわけですから､ここで終わりにしてもよいのですが､もうすこし時期と対象を
しぼって､どのようにして雅楽がはいってきたのか､具体的に考えてみることにしましょう｡
これらの外来音楽は､ 7世紀初頭の遠隔便派遣以後､本格的に日本に入ってきます｡ 8世紀初
頭の大宝律令の制定時には､雅楽寮が令制上の機構として設置され､楽制が整います｡そして9
世紀の平安時代初期の楽制改革が日本雅楽の枠組みを創り出すことになります｡それは､平安時
代に派遣された二度の遣唐使と深い関係をもっていました｡本日の報告では､平安時代初期の舞
楽と管絃の伝来を中心に､雅楽の来た道についてお話していきたいと思います｡
1　日本雅楽の形成と平安朝初期の楽制改革
養老令(718)職員令の規定によると､治部省に雅楽寮がもうけられており､その当時の楽制
の具体的なありかたを知ることができます｡表1 ｢日本古代雅楽沿革表｣ (末尾附載)をご覧く
ださい｡ 『令集解』に引用される尾張浄足説や大同4年太政官符などを参照して､ 8世紀から9世紀
初頭にいたる雅楽寮の楽制の沿革を一覧にしておきました｡これによりますと､律令制下の雅楽
は､大きく分類して歌師･儀師･笛師の三師からなる大歌･五節舞･久米舞などの在来楽舞と唐
楽師･高麗楽師･百済楽師･新羅楽師･伎楽師･腰鼓楽師からなる外来系楽舞の二種に編成され
ていました｡
外来系舞楽のうち､唐楽･三韓楽の由来については､さしあたり問題はありません｡すこし説
明がいるのは伎楽師と腰鼓師です｡伎楽師と腰鼓師は､ともに呉楽だとする注釈があり､腰鼓師
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は天平年間にはなくなってしまいます｡恐らくは伎楽に統合されたものと考えられます｡そのか
わり､天平年間には度羅楽が楽制の中に編入され､平安初期には林邑楽が楽制に取り入れられま
す｡
表2　東大寺大仏開眼供養会奏楽次第(天平勝宝4年[752] 『東大寺要録』巻2)
入場次第 ?Hｧ倬?b?
①入歌久米頭頭俄 ??X慂??ﾎIeC3?ﾂ?
②楯伏働頭 ??i¥Hﾈi?K｣#?ﾈﾛ)Hﾃ#?ﾂ?
③左大臣以下撃鼓16人 ?)?Yｩ?C?ﾂ延Y?ｯY?#?ﾂ?倡H?y3#?ﾂ?
④妓楽鼓撃60人 ?8?ｫ?ﾉoH?ｹx?愿??ﾂ越y5i[ﾙ?[ﾒ?
⑤頭(治部卿等) ?I+X?kﾃ??ﾂ?
⑥唐散楽頭 ?Y8(ﾌ8ｧ茶?b?
⑦唐中楽頭 ?i8(藕ｧ茶???
⑧唐古楽頭 ?y}?xｧ茶8ﾈb?
⑨高麗楽頭 ?畏)~ﾘｧ茶?b?
⑩度羅楽 ?从?hｧ茶?b?
⑪唐女傑(1衡施袴20人) 
⑫高麗楽(3慨) 
⑬高麗女楽 
*躍歌の躍字は距もしくは蹄字の誤りで､蹄歌であろう｡
伎楽(呉楽)は､仮面を使用することや腰鼓を使うことからも分かるように､元来は西域ある
いはその先のインド･南アジアに由来する舞楽･散楽であり､推古20年(612)に百済人の味摩
之が日本に伝えた舞楽がその情夫となりました｡林邑楽も大仏開眼供養のさいに､僧仏哲が伝え
たものだとの伝承があります｡表2 ｢東大寺大仏開元供養会奏楽次第｣をご覧ください｡天平勝
宝4年(752)の東大寺大仏開眼供養の演奏次第によれば､入場時の度羅楽は､演奏時には林邑楽
三舞となっており､同一の性格をもつ楽舞だとみなすことができます｡舞楽の曲名を考慮すると､
度羅楽･林邑楽はともにインド･西域系の音楽であり､これらの地方から中国･唐を経由して日
本に伝わったものと考えられます｡要するに､伎楽･度羅楽･林邑楽は､インド･西域系の舞
楽･散楽であり､異なる時期に日本に伝来した外来系音楽なので､名称を異にしているのだと言
えます｡
令制に規定された雅楽は､平安時代初頭にいたるまでに､その編成をしだいに変えていきます
が､雅楽寮の組織と在来系･外来系音楽の枠組み自体はおおむね維持されました｡そのなかで､
おおきな転換があったとされるのが嵯峨朝(809-823)から仁明朝(833-850)にかけてであり､
この時期に様ざまなかたちで生じた変化を仁明朝の楽制改革とよびます｡
仁明朝は､和歌や漢文学史上においても重要な転換期として位置づけられており､楽制の転換
もその一環です｡その特徴について､これまでの研究をまとめて述べてみますと､外国楽の輸入
から日本の雅楽への転換を第一としたようです｡具体的には､天長10年(833) 11月の仁明
/=いPJ⊥うえ
大嘗会(即位儀式)に､拾翠楽(笛:大戸清上作曲　舞:尾張浜主作)､河南浦(楽:尾張浜主
作曲)､応天楽(楽:大戸活上作曲　舞:尾張浜主作)が演奏されましたが､これらはすべて目
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本人の手になるものでした｡これ以後､日本で新曲が多く作られたり､旧来の楽舞の改作が進行
したりしました｡つまり､渡来系氏族から日本人へ舞楽･技芸の担い手が移行したのです｡
また大歌所の設置や左右近衛府の雅楽演奏への参入にともなう左右両部制のはじまりなど､令
外の官による楽制整備､あるいは楽器編成法･演奏法の改革がすすみました｡とりわけ琵琶と笛
が重視されるようになり､天皇をはじめ皇親･貴族が楽器の修養にはげむようになります｡また
唐玄宗期以後の新俗楽も伝来して､改革に新風を吹き込みました｡
これら音楽史上の変化について､ 『文机談』 (菊亭本巻1序)は､つぎのように述べています｡
物師尾張浜主･大戸晴上･常世乙魚･藤原頁敏､かやうのかしこかりける人々も､或笛､或
比巴､舞なとをそったえてもきたれる--又仁明の御代には比巴さかりにわたりて､臣家も
おはくみちに長せさせ給｡又和琴といふ物をいみしくあそはさる｡秋野丸を御師とす｡ (大
戸)晴上をつかはして笛の曲を伝｡ (藤原)貞敏を遣唐使として比巴を我朝にうつさる｡
これによりますと､仁明朝の楽制改革は､仁明の即位時にすでにかなりの成果をあげていたの
ですが､そのうえに唐から新しい笛･琵琶･舞の導入を行なったということになります｡それは､
承和度の遣唐使派遣と重大な関係があったことを示唆しています｡とくに注意したいのは､あた
らしい音楽が楽譜とともに受容されたことです｡この点をもうすこし追求することにしましょ
う｡
2　平安初期の遣唐使と音楽の伝来
平安朝初期に派遣された二度の遣唐使は､日本雅楽の形成過程にどのような影響をもたらした
のでしょうか｡この時期の具体的な日唐音楽交流の諸側面をみることにしましょう｡
平安京からの遣唐使派遣は､桓武天皇延暦23年(804)の第18次遣唐使派遣(大使藤原葛野麻
呂)と仁明天皇承和5年(838)の第19次遣唐使派遣(大便藤原常継)の二度でした｡宇田天皇
寛平6年(894)の第20次遣唐使任命(大便菅原道真)は､派遣中止となり､その後遣唐使の任
命はありませんでしたので､仁明朝の承和度遣唐使が最後の遣唐使となりました｡地図は､最後
の遣唐使の行程を表したものです｡
承和度遣唐使は､承和元年(834)に任命されましたが､暴風に遭って二度渡航に失敗します｡
最初の渡航で､第三舶は破船してしまいました｡三度目の承和5年6月､第-･舶､第四舶がまず出
帆し､つづいて7月に第二舶が出帆します｡承和度遣唐使は､三回目でやっと渡航に成功したわ
けです｡第一一舶と第四舶は､終始同一行動をとり､揚州沖の浅瀬で座礁したのち､なんとか上陸
し､ 7月25日に揚州に到達します｡しばらく揚州に滞在したのち､ 10月5日に大便ほか選ばれた35
名の上京使節団は長安に行き､ 12月3日長安に到着し､正月13日には麟徳殿で文宗皇帝に拝謁し
ます｡閏正月4日使節団は帰路につき､揚州居残り組と楚州で合流したのち､新羅船九隻に分乗
し､准水をくだって黄海沿岸に出､ 4月5日､山東半島のつけ根あたりにある海州から一度渡航を
試みますが失敗し､山東半島突端の赤山に集結します｡
第二舶は､日本出帆ののち､海州に到達し､そのままそこに停泊します｡第二舶も4月13日に
海州から出帆しますが吹き戻され､赤し山こ集結します｡前後して赤山に終結した遣唐使船のうち､
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まず第二舶が6月15日､帰朝に向けて渡海します｡しかし暴風にあって南海の地に到達し､そこ
で現地人と戦闘になり､わずかな人たちだけが別に船をしたてて､かろうじて､翌承和7年4月と
6月に帰国することになりました｡
第二舶に遅れて､ 6月22日に出帆した新羅船九隻(遣唐第一舶･第二舶)は､ 8月から10月にか
けて帰朝します｡承和度遣唐使は､どの船にも楽人が乗っていたのですが､乗っていた船によっ
て､異なる運命がまっていました｡
また第19次遣唐使派遣以後､新羅･唐の商船による明州(寧波)一博多聞航路による交易が興
隆し､唐末にかけて唐船･潮海船･新羅船が頻繁に往来します｡最後の遣唐使とそれをめぐる唐
商船の往来のなかで､新しい音楽の導入がおこなわれます｡名前のわかる楽人としては､舞生和
避都島継､舟部頭麻呂､遣唐使債生久礼真茂(戒)､舞師犬上是成､遣唐准判官藤原貞敏､遣唐
音声長良枝宿禰(大戸)晴上､遣唐窒師･雅楽答笠師良枝朝生などがいます｡二次にわたる遣磨
使派遣と唐･新羅商船の交易をつうじて多くの楽人･留学生が往来する様子を､つぎに確認して
おきましょう｡
東野治之氏が紹介された狛近真『教訓抄』 〔天福元年1233成立〕に､いくつか興味深い記述が
あります｡私見をつけくわえて紹介します｡
まず和適都島継について､ ｢此曲(蘇合香)ハ､陳後主所作欺｡ ---此朝へ渡ス人､柏原(檀
武)天皇御時､和避都島継卜見ユタリ｡ --現踏アリケレドモ､延暦ノ遣唐使､舞生和避都島継
帰朝之時忘之云々｣ (巻2)とあります｡
また姓名不詳の舞生について､ ｢(玉樹後庭花)承和遣唐使舞生､件帰朝之間､此楽忘タリケレ
バ､又ツカハシテ､此朝ニハ習トドメタリ｣ (巻3)とあります｡和避都島継や不明舞生は､とも
( 10 )雅楽の来た遺-遣唐使と音楽(渡辺)
に舞楽を忘れてしまったのです｡楽曲には楽譜があります｡舞にも敦塩発見の舞譜などもありま
すが､ごく簡単なもので一一一一度忘れてしまうと､譜によって再現することはかなり難しいのです｡
承和度の姓名不詳の舞生は､また唐に派遣されたとありますから､唐商船か新羅船に乗って再度
伝習に挑戦したのでしょう｡
延暦度遣唐使の久礼真戒(真茂)が｢春庭楽｣ ･ ｢柳花園｣を伝えたことを､ 『教訓抄』は
｢此曲(春庭楽)､延暦御時､遣使舞生久礼真戒所伝来也｣ (巻6)､ ｢(柳花園)桓武天皇御時､遣
唐使憐生久礼莫茂所伝渡也｣ (巻3)と述べて､紹介しています｡
また犬上是成が｢三台塩｣を伝えたことについて､ ｢此曲､唐国物ナリ｡ --此朝へハ犬上是
成ガ涯シ侍ニヤ｡序二帖アリケレドモ､件是成舞師時､依秘不伝之云々｣ (巻3)と書き記して
います｡命をかけて学んできた舞楽ですから､簡単には人に伝えられないのです｡伝習中に忘れ
るだけでなく､門外不出として秘匿することによって伝承が絶えることもありました｡
著名な藤原貞敏も｢賀殿｣を伝えたとあります｡ ｢此曲ハ､モロコシへ､承和御門ノ御時､判
官藤原貞敏卜云ケル者ヲツカハシタリケルこ､簾承武卜云人二琵琶ヲナラヒテ､此朝ニハヒロメ
タルナリ｣ (巻1)とあります｡このような楽曲だけではありません｡かれは､廉承武から学んだ
壱越調等二七調の琵琶の調絃法を一巻の書物にして持ち帰りました｡宮内庁図書寮所蔵の旧伏見
宮本『琵琶諸調子品(琵琶譜)』奥書には､その内容をこう述べています｡
大唐開成三年(838､日本承和5年)八月七日､日本国便藤原常継が文書を作り､接待担
当官の銀青光録大夫検校太子庶事王友真に渡して､揚州観察府に上申し､琵琶博士の紹介を
お願いした｡同年九月セロ､文書の内容に合わせて､博士･州衛前第一部の廉承武(字は廉
十郎､当年八五歳)を紹介してきた｡そこで揚州開元寺の北水館で琵琶の調絃法を伝習する
こととなり､同月二九日に修了した｡博士廉承武からこの譜を送られたので､よって経緯を
認めておく(意訳､以下同じ)｡　　開成三年九月二九日､判官藤原貞敏記(大唐開成三年
(838､日本承和5年)戊辰八月七日壬辰､日本国便作牒状､付勾首官銀青光録大夫検校太子
庶事王友真､奉揚州観察府､請琵琶博士｡同年九月七日壬成､依牒状､送博士州街前第一部
廉承武(字廉十郎､生年八十五)､則揚州開元寺北水館､而伝習弄調子､同月甘九日学業既
了｡於是博士承武送譜､偽記耳｡開成三年九月甘九日判官藤原貞敏記)
廉承武は､州街前第-部とあることから､涯両道(揚州)観察使李徳裕直属の楽人であったは
ずです｡ 85歳ですから現役であったかどうか､難しいところです｡この伝習によって､藤原貞敏
が改良した琵琶の調子は､その後広く受け入れられ､日本の琵琶の演奏法を一変します(林謙三
1969)｡
また『日本三代実録』巻14貞観9年(867) 10月4日条の藤原貞敏卒伝には､在唐時に長安まで
行き､劉二郎から琵琶を学んだという異伝があります｡藤原貞敏は､円仁の『入唐求法巡礼行記』
などによりますと､承和度遣唐使の第-鶴(第四舶とともに承和5年(838) 6月出帆)に准判官
として乗船し､ 6月29日揚州海陵県沖に漂着､ 7月25日揚州到着､入京使節団には選ばれず､揚
州に逗留し､琵琶を学んで､廉承武から贈られた『琵琶諸調子品』や楽曲とともに､山東半島の
赤山から出帆し､朝鮮半島西岸をったって航行し､承和6年8月帰国しました｡したがって､長安
で琵琶を学んだという『日本三代実録』の異伝はあまり信用ができません｡
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つぎに､同じ承和度遣唐使として入唐した楽人に大戸活上がいます｡ 『教訓抄』には｢清上楽｣
をったえた人として､ ｢此曲ハ､大戸清上最後所作也｡日成愛シテ､以我名為楽名｡或云､欲還
唐時､作此曲｣ (巻4)と記しています｡最後に作ったとあるのは､唐からの帰路にあって亡くな
ったからです｡かれは､ 『文机談』にもあるように､仁明朝を中心とする平安初期楽制改革の中
心人物で､横笛を能くし､当時最も多くの作曲をおこないました｡ 『婚日本後紀』巻5承和3年
(836)閏5月8日条に｢河内図人遣唐音声長外従五位下良枝宿禰晴上､遣唐毒師雅楽答笠師同姓朝
坐--･改本居､貫附右京七修二坊｣とあって､入唐時の身分は音声長でした｡また､同姓の朝生
も画師･雅楽合笠師の身分で入唐しています｡ 『日本三代実録』巻11貞観7年(865) 10月26日条
の和避部大田麿卒伝に｢承和初年､活上は遣唐使に従って入唐し､帰朝のR､船が逆風に遭い､
南海の地に漂着し､現地人に殺された｡本姓は大戸の首､河内国の人である(承和之初､清上従
碑唐使､入於大唐｡帰朝之目､舶遭逆風､漂堕南海賊地､馬賊所殺｡本姓大戸首､河内国人)｣
とあります｡
大戸清上は､承和度遣唐使の第二舶(承和5年(838) 7月出帆)に乗船し､海州に到着､その
まま滞留したのち､承和6年6月15日赤山浦(山東半島)より出帆､南海に漂着し､ 『日本三代実
録』にあるように､遭難して死亡します｡同じ第二舶の知乗船事菅原梶成､准判官良琴長松等は
小船で脱出し､承和7年(840) 4月8日､ 6月18日に帰国します(『績日本後紀』)｡良琴長松は､桓
武天皇の皇子で著名な楽人である良琴安世の子であり､弾琴を能くしました｡承和度遣唐使第二
舶には､仁明朝の著名な楽人が同船したわけです｡
『教訓抄』からはなれて､別の記述によって唐楽の導入を見ることにしましょう｡延暦度遣唐
使として入唐した嵯峨院雑良舟部頭麻呂の｢笛譜｣の伝習があります｡ 10世紀後半期の著名な楽
人である源博雅の撰述した『新撰楽譜(博雅笛譜)』の康保3年(966)奥書には､かれが参照し
た古い楽譜について触れ､貞保親王の｢南宮横笛譜｣ 3巻について､ ｢以前の笛譜はおおむね古譜
を収集して撰述したものである｡二品式部卿貞保親王の三巻の譜がそうである､ --また貞保親
王の譜法には､別に嵯峨院雑良の舟部頭麻呂の調子がある｡大唐の貞元中に入唐して伝習したも
のである｡現在の調子とかなり異なっている｡その譜もまた亡失してしまった｡ (以前譜多衆古
譜所撰也｡便是二品式部卿貞保親王三巻譜､ --叉貞保親王譜方､別有嵯峨院雑良舟都頭麻昌幸｡
大唐頁元中入唐所習伝也｡与今手尤相異也｡其譜叉亡失也｡ --)｣と述べています｡貞保親王
の｢南官横笛譜｣に関連する笛譜として､延暦度遣唐使として入唐し､嵯峨上皇に仕えた舟部頭
麻呂の笛譜が存在したことを伝えています｡ただ藤原貞敏の琵琶と異なり､亡失したとあるよう
に､舟部頭麻呂が伝えた中唐の新しい笛譜と笛の調子は､日本雅楽に大きな影響を与えなかった
ようです｡
承和度の遣唐使の周辺に眼を向けてみましょう｡陽明文庫所蔵の『五絃譜』 (五絃琵琶の楽譜
外題｢五絃琴譜｣内題｢五絃｣)があります｡この五絃琵琶の楽譜には､ 6つの調子と21曲の楽譜
を記しています｡曲譜中｢夜半楽｣末尾､ ｢何満子｣の前に｢丑年(唐天暦突丑8年､日本宝亀
4年〔773〕)潤十一月甘九日石大娘｣の書き込みがあり､また曲譜末尾に｢承和九午(唐曾昌2
年　842)三月十一一日上之｣と奥書があります｡林謙三氏(1969)は､末尾を｢書之｣と移録し
て､書写年代と理解したうえで､さらに｢これをもって本譜書写の年代を推察することはできな
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い｣とし､平安中期以前の書写と考えています｡書写年代を決定できないことは､そのとおりで
すが､ 『五絃譜』奥書は､よく見ると｢上之｣になっており､書写年代ではなく､日本宮廷に上
程された年代を記したものと考えられます｡
いずれにせよ承和9年3月という目付は､無視できません｡というのは､承和9年春には､入唐
憎悪等が唐商李隣徳の船で帰国していることが､円仁『入唐求法巡礼行記』巻3会昌2年(842)
5月25日条の記述によって確認できます｡恵等が上程した確証はありませんが､李隣徳の船によ
ってわが国にもたらされたと考えるのが妥当でしょう｡
書き込みの石大娘は､興味深い名前で､また年号の記述も元号を周いず､干支を記すにとどめ
ています｡このことは､彼女が中央アジアの石国Tashkent出身のソグド人であり､楽譜に記載さ
れる諸曲の多くが西域から来たことを意味すると考えてよいでしょう｡
日本から入唐して舞楽を伝習した人ばかりではありません｡唐から日本に楽譜を伝えた海州浦
陽県の人で孫賓という人がいます｡ 『案等相承血脈』 (『群書類従』巻349管絃部9)によりますと､
｢仁明天皇承和十二年(845)乙丑､撃並楽曲譜､持薦拳本朝｣とあります｡かれは､秦筆の演奏
法と楽譜を将来し､左大臣源信･仁明天皇等に奏法を伝えています｡秦峯は､西涼楽を特色付け
る楽器であり､もともと秦漢時代には長安周辺の関中　一帯の地方音楽でしたが､のち五胡十六国
時代に西域の亀蒜楽と融合して西涼楽を形成しました(渡辺2008)｡秦欝は､そのような歴史的
背景を背負った由緒ある楽器なのです｡
承和13年には州二の弟予性空が渡唐に利用した李郷徳の唐商船があり､孫賓はこの船の往路を
利用して日本に来航した可能性があります｡海州は､承和度遣唐第二舶が繋留した寄港地でした｡
第二舶には､人戸晴上･良琴長松が乗船していました｡その来日の動機について､確かなことは
言えませんが､大戸活上･良琴長松等楽人との交流があったのではないでしょうか｡承和度遣唐
船第二舶が海州に長く停泊していたことに注目したいと思います｡
平安時代初期に到来した日本雅楽の源流のうち､その中心は遣唐使により唐から伝えられた亀
蓑楽･西涼楽を中心とする西域系の｢唐楽｣であり､新俗楽と呼ばれるものでした｡こんどは､
眼を中国に転じて唐の音楽の歴史的性格から､日本雅楽の特徴を考えることにしましょう｡
3　唐代宮廷音楽の構成
中国では､情の文帝の時代､開皇2年(582)から開皇14年(594)にかけて楽制改革があり､
宮廷音楽は四つの類型に分けて編成されるようになります｡これが基本的に唐一代の楽制として
引き継がれます｡
四類型の第一は雅楽とよばれるもので､皇帝の主宰する天地祭配･宗廟祭配､および元会儀礼
の際に演奏されます｡雅楽は､編鐘･編磐を中心に編成される宮懸によって演奏されるので､金
石楽とも呼ばれます｡宮懸は､舞人128名を含む数百名規模の大オーケストラによる奏楽により､
儀礼･祭紀の進行に節度をあたえ､陰陽の集散･柔剛の気の調節をつうじて､皇帝の主宰する天
地宇宙の調和と秩序の維持をはかることを目的とします(｢便陽而不敢散､陰而不敢集､剛気不
怒､乗気不備､暢於中､発於外､以応天地之和｣ 『大唐六典』巻14協律郎)｡隔唐の雅楽は､日本
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表3　隔唐時代多部伎沿革表
北周～ 乂X､ｨﾖ3?D?隔大業年間 ?Xｬ?僖?貞観16年 ?hﾋH,?ﾈ,?ﾒ?
隔開皇初年 茶S釘?-唐武徳年間 ?642) 倬隸｢?
国伎七部 俯YYHｮ｢?纒矧?仞9YHｮ｢?¥部伎 ?
①謹楽伎 ??隗舒｢?
①西涼伎 ???｢??|?｢?①活楽伎 ??淫Hｮ｢?A活楽伎 ?
②活商伎 ????｢?B西涼伎 ?)?|?｢?86年 
②天竺伎 ?95h?ｮ｢?C天竺伎 ?④天竺伎 ?CiD?
③百済伎 ? ?9Wﾙ>ﾈｮ｢??
④高麗伎 ?(ﾘ)~ﾘｮ｢?G高麗伎 ?Hﾘ)~ﾘｮ｢?D高麗伎 鼎3iD?
⑤亀義伎 ?XｵIjｨｮ｢?B亀蓑伎 ?XｵI?ｮ｢?E亀叢伎 ?オD?
⑥安国伎 ?H?ﾙ?｢?F安国伎 ?h?ﾙ?｢?F安国伎 鼎3iD?
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雅楽には､まったく受容されませんでした｡
宮廷音楽の第二は燕楽とよばれるもので､無配･儀礼の終了後の饗宴に用いられる宮廷音楽で
す｡ ｢大燕会には､十部の伎楽を殿庭に設け､華人･夷秋をもてなす(凡大燕合､則設十部之伎
於庭､以備華夷)｣ (『大唐六典』巻14太楽令条)とあるように､ 10名乃至数十名のアンサンブル
(那)をいくつか編成したものです｡表3 ｢多部伎沿革表｣をみてください｡晴の文帝時代には
七部使､腸帝の時代には九部使､唐代には十部任によって編成されます｡そのなかには､漢代以
来の中国在来音楽である清商楽(活楽)や関中の地方音楽と亀叢楽とが融合した西涼楽､さらに
は亀叢楽･天竺楽･高句麗楽などの外国音楽がありました｡これらの外国音楽は､基本的にその
国から貢納された楽人によって､その国の言葉･楽器をもちいて演奏します｡つまり､外国使節
団が参列する祭紀･儀礼終了後の饗宴で演奏することにより､十部伎に編成された諸外国が唐帝
国の従属下にあることを文化的に明示する政治的装置でもありました｡
第三は鼓吹楽と呼ばれるもので､軍楽です｡情が採用したのは､北魂以来の鮮卑系鼓吹楽で､
唐初には鮮卑語を用いるものが多く残っていました｡第四は散楽で､雑技と呼ぶサーカスやイン
ド･西域からやってきた蘇莫遮(揮脱) ･蘭陵王･擬頭などの仮面舞踊を含んでいます｡
日本が雅楽(左方の楽･唐楽)として受容したのは､隔唐宮廷音楽のうち②燕楽と④散楽の一一･
部を中心とするもので､それらを数度にわたって受容し､改変をくわえて再編成したものでした｡
令制雅楽寮の楽制は､在来系音楽･楽舞といくつかの外国音楽によって構成されることから考え
て､隔唐期の燕楽七部伎･十部伎の編成に近いといえます｡隔唐に比較すれば規模は小さいので
すが､中華帝国的編成をもつ楽制だったのです｡
なぜ唐の雅楽は受容されなかったのでしょうか｡いろいろ理由はあります｡自屠易が述べてい
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るように､技量･見識の高い楽人は燕楽を担当し､三流の楽人が雅楽を担当しました(表5の備
考欄参照)｡雅楽は､あまり楽しい音楽ではなかったようです｡また､あまりに大規模だったの
で導入がむつかしかったという人もいます｡確かにそうとも言えます｡しかし､もっとも大きい
理由は､両国の王権の性格､皇帝と天皇の性格の違いではないでしょうか｡日本と中国の王権の
由来､正統性の説明の仕方には大きな違いがありました｡中国の皇帝権力は､天(芙天上帝)か
らの受命､権力委任に由来し､みずからを天子とよびます｡したがって､授権者であり､かつ父
でもある天地を祭配する必要性がでてきます｡みずからの権力の根源である天地･四季･諸現象
を祭配し､宇宙の調和と地上の世界の安定を祈るのです｡
日本の天皇権力の正統化は､記紀に見るように､天孫降臨によって説明されます｡天神との直
接的な血統のつながりが前提にありますので､天地祭祀は無用であり､天地祭祀を中心とする礼
楽制度は､日本には受容されなかったのです｡唐の雅楽の必要性は皆無といってよいと思います｡
こういうわけで､日本の古代宮廷に受容されたのは､儀礼･祭紀終了後の饗宴に使用される燕楽
と散楽でした｡その最後の導入と再編の契機になったのは､平安初期の二度の遣唐使です｡かれ
らが導入した唐楽の中核は､玄宗の天宝13載(754)に確定した｢太常署供奉曲(法曲)｣と呼ば
れる宮廷音楽でした(表6　末尾附載)｡供奉曲は､中国伝来の道調(林鐘宮調)の道教系法曲
に､開元年間以来､民間で盛んになってきた胡部新声を合体して編成した楽曲群です｡そこには､
亀叢仏曲･胡歌･婆羅門などの楽曲名をもつインド系･ソグド系･西城系音楽が大量に含まれて
いました｡
4　唐代燕楽の由来と特色-インド･西域(亀叢)音楽の受容と融合
天宝13載(754)の法曲(太楽署供奉曲)を説明するためには､すこし時間をさかのぼる必要
きゅうしそきは
があります｡隔初の楽制改革にあたり､北周武帝期(560-578在位)に来朝した亀叢商人蘇砥婆
の伝えた胡琵琶(五絃琵琶だと言われます)の音階･調律法によって情の雅楽の音階･調律を整
備することが議論されました｡中国の伝統的な調律､すなわち音高と音階の確定は､律管とよば
れる笛や準とよばれる筆のような器具を用いました｡情の楽制改革では､雅楽に用いる調律･音
階がなかなか決まらなかったので､鄭訳という高級官僚が､蘇砥婆の伝えた胡琵琶によって十二
律･七声音階･八円調を演緯したのです｡
それは､ ｢1オクターブの中に7つの音階があり､ --第1は婆陀力(漢訳では平声)､すなわ
ち官音階である｡第2は難識(漢訳では長声)､すなわち商音階である｡第3は沙識(漢訳では
L自二声)すなわち角音階である｡第4は沙侯加濫(漢訳では応声)､すなわち変徴音階である｡第
5は沙臓(漢訳では応和声)､すなわち徴音階である｡第6は般賠(漢訳では五声)､すなわち羽
聾である｡第7は侯利纂(漢訳では酎牛声)､すなわち変宮音階である(-均之中間有七聾｡ -
------一目裟陀力､華言平啓､即宮啓也｡二日錐識､華言長聾､即商聾也｡三日沙識､華言質直撃､
即角聾也｡ llt7日沙侯加濫､華言麿聾､即饗徴聾也｡五日沙臓､華言麿和馨､即徴啓也｡六日般糖､
華言五啓､即羽聾也｡七日侯利蓮､華言酎牛啓､即蟹宮啓也)｣ (『隔書』巻14　音楽志中)とい
うものでした｡岸辺茂雄氏の研究によれば､蘇砥婆の伝えた五絃琵琶の音階･旋法は南インドの
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表4　蘇砥婆亀玄琵琶七声音階名(岸辺茂雄2005による)
宮(C) 傅BВ?角(E) 兔?R?2?敬(G) ?ｄ??ﾏ宮(B) 
裟P'E力 ?8??ｹ識 俚佰(?yB?ｹ隠 儉ｩHR???[ 
Sadarita 噺?6霧?Sadji ???&??畠adja ??6??Vrsa 
クミディアマライから西域に入ったものでした(岸辺1982)｡
鄭訳の胡琵琶による調律は､結局､精の雅楽の音律･音階の制定には採用されなかったのです
が､それ以後､中国の戟国時代以来の十二律･七声による音階･旋法とインド･西域系の音階･
旋法の並存と融合をすすめる契機となりました｡その融合の結果､生まれてきたのが武則天
(690-705在位) ･中宗(705-710在位)時代の立部伎･坐部伎の諸舞楽(表5)であり､天宝
13載(754)の法曲(太楽署供奉曲､表6)とよばれる一一連の楽曲･舞楽でした｡
立部伎･坐部伐の諸舞楽は､十部伎とは別に造られた燕楽であり､唐初の太宗のころから次第
に作られてきたもので､則大武后期に体系化が始まり､玄宗期(712-756在位)に確立します｡
そのL机二は､北周時代の西域系舞楽である安楽､インドから伝来した太平楽のほかは､太宗
(626-649在位)治世期から歴代にわたって作曲されたもので､表5の一覧表をみるとわかりま
すように､著名な楽人である張文収や皇帝たちが作曲したものです｡それらは､直接･間接に西
涼楽･亀叢楽を取り入れた舞楽であり､中国伝来の音楽と西域からの音楽とが融合する--一つの形
をつくりだしました｡
張文収は､唐の雅楽を造り上げた著名な楽人ですが､燕楽坐部伎の中核になった諦楽4曲をも
作曲しています｡訴楽4曲は､その楽器編成をみればわかるように､酉涼楽と深い関係をもって
いました｡ ｢北周隅より以来､管絃の雑曲はほとんど数百曲あり､おおむね西涼楽を用い､鼓舞
表5　唐坐立二部伎一覧表(『旧唐書』巻29音楽志2)
立　部　伎　八　部 坐　都　伎　六　部
(1)安　楽　北周(北斉平定時作)
(2)太平楽　五方獅子舞(天竺･獅子国)
(3)破陣奨　太宗作(亀叢楽を雑える)
(4)慶善饗　太宗作(西涼楽を雑える)
(5)人定禦　太宗期(亀叢楽を雑える)
(6)上元禦　高宗作(亀叢楽を雑える)
(7)聖蕎禦　高宗･武后作(亀蓑楽を雑える)
(8)光聖楽　高宗作(亀叢楽を雑える)
(1)詩聖　張文収作(西涼楽)
①景雲奨
(丑慶善奨
③破陣禦
④承天禦
楽器　玉磐･大方響･摘草･
臥撃模･小室模･大琵琶･大
五絃琵琶･大笠･小笠･大草
築･小筆築･大箱･小熊･止
銅抜･和銅抜･長笛･短笛･
相鼓･連鼓･銚鼓･梓鼓･工
歌二
(2)長蕎饗　　　則天武后作(亀叢楽)
(3)天授架　　　則天武后作(亀叢楽)
(4)鳥歌寓歳楽　則天武后作(亀叢楽)
(5)龍池奨　　　玄宗作(亀蓑楽)
(6)小破陣契　　玄宗作(亀義楽)
1 )演奏順は､ ①坐郡使う②立郎伎∋③操馬⇒④散楽
2)楽人の格付けは､ Q〕坐部伎⇒rZ)立部伎⇒③雅楽､の順に低｢ (『t']屠易集』巻3新楽府｢立部伎｣序｢太常選坐部使､無
性識者､退入友部伐｡文選立部使､絶無性識者退入雅奨部､則雅琴可知英｣)
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曲はおおむね亀叢楽を用いたが､その曲調はすべて民間で周知のものであった(日周隔巳来､管
絃難曲将数百曲､多用酉涼磐､鼓舞曲多用免責饗､其曲度皆時俗所知也)｣ (『旧唐書』巻29音楽
志2)といわれるように､それは､民間の流行を宮廷音楽がとりいれたものであり､どちらかと
いうと､酋涼楽･亀蓑楽に影響されて造られたといっても過言ではありません｡
これら舞楽は､燕楽にもちいられたのですが､それだけでなく､破陣楽･上元楽･慶善楽は､
鐘･磐と合奏して郊把･宗麟にもちいられました｡そのときには破陣楽を武舞として七徳舞､慶
善楽を文舞として九功舞と呼びました｡蕪楽である坐立二部伐の舞楽の･部は､雅楽としてもち
いられることもあったのです｡
中国では､則夫武后(690-705在位)の治世期から大きな政治的文化的転換期に入っていきま
す｡宮廷音楽も例外ではありません｡この時期には､燕楽十部枚のうち､漢代以来の伝統をもつ
清商楽が絶えてしまいました｡鼓吹楽でも鮮卑語の歌辞を理解できる人がほとんどいなくなりま
す｡その空自を埋めるかのように､玄宗の開元年間には､さらにまた亀蓑を中心に西域から音
楽･舞楽が入ってきます｡それらは､胡部新声､胡音声などと呼ばれました｡
武則夫以後の舞楽の状況について､ 『楽府詩集』巻53稚舞条は､つぎのように述べています｡
武則夫･中宗の時代､大いに立部伎･坐部伐の諸舞楽を作ったが､間もなくまた廃れた｡武
則大は､唐の太廟を破壊し､七徳舞(破陣楽) ･九功舞(慶善楽)は皆な亡び､名称だけが
存在することになった｡それ以後､宴饗にはまた隔の文舞･武舞を演奏しただけであった｡
開元年間には､別に｢涼州｣ ･ ｢繰腰｣ ･ ｢蘇合香｣ ･ ｢屈和枝｣ ･ ｢団乱旋｣ ･ ｢甘
州｣ ･ ｢回波楽｣ ･ ｢蘭陵王｣ ･ ｢春鷺噸｣ ･ ｢半社渠｣ ･ ｢借席｣ ･ ｢烏夜噂｣の舞楽が
あり､歌舞と呼んだ｡ ｢大祁｣ ･ ｢阿連｣ ･ ｢創器｣ ･ ｢胡旋｣ ･ ｢胡騰｣ ･ ｢阿遼｣ ･
｢柘枝｣ ･ ｢黄塵｣ ･ ｢沸林｣ ･ ｢大沼州｣ ･ ｢達磨支｣の舞楽を健舞と呼んだ(武后中宗
之世､人摺造立坐部伎諸舞､随亦鹿廃｡武后段唐太廟､七徳･九功之舞皆亡､猫其名存｡自
後宴饗､復用隔文舞武舞而己｡開元中､叉有涼州･繰腰･蘇合香･屈柘枝･圃凱旋･甘州･
回波架･蘭陵王･春鷺噸･半社渠･借席烏夜時之屈､謂之軟舞｡大祁･阿連･剣器･胡旋･
胡騰･阿遼･柘枝･黄塵･挿木･大沼州･達磨支之屠､謂之健舞)｡
ここにみえる舞楽の大半は､今日の日本雅楽を構成する著名な舞楽の前身です｡
天宝13載(754)の法曲(太楽署供奉曲)の制定は､中国の伝統的な調名を蘇紙婆がったえた
インド･西域系の音階名などを用いて､新たな調名に変更して唐新俗楽二十八調による楽曲の続
刊再編を行なったものでした｡表6 ｢太楽署供奉曲名｣ (末尾附載)を見ていただければ分か
りますように､曲名も現地音の音訳ではなく､漢語訳に直しています｡このなかには『五絃譜』
の中に見える曲名のうち､ ｢情情塩｣ ｢秦王破陣楽｣ ｢聖明楽｣ ｢武(舞)嫡娘｣ ｢葦卿堂堂｣ ｢三省
塩｣ ｢蘇羅蜜(昇朝陽)｣ ｢火鳳｣の8曲が認められます｡
ここに北朝未の蘇砥婆に代表される西域･南インドの音楽と中国在来の音楽が融合し､新俗楽
が成立します｡これらが遣唐使派遣によって日本に導入され､楽制改革が進行していた口本雅楽
の再編に大きな影響をあたえたのです｡
開元年間以来の新しい舞楽･法曲を受容する機会は､孝謙･天平勝宝4年(752)の第12次遣唐
使から仁明･承和5年第19次遣唐使まで8回あったのですが､実際に楽譜をともなって体系的に取
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り入れることができたのは､延暦度と承和度の2回の遣唐使とそのあとをつぐ唐商船など外国商
船の活動でした｡それを支えたのは､中国に入ってきたインド･西域系音楽であると同時に､そ
れらが唐の民衆の中で阻噛され､さらにそれを基礎として宮廷で洗練し､法曲として選定したこ
とであり､一方では日本における楽制改革の動き､すなわち外来系音楽の日本化の動きであった
といえます｡
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表1日本古代雅楽沿革表(『令集解』巻4職員令治部省･ 『類緊三代格』巻4)
養老令(718) 侘8ｴﾈ初Oi*8????i[ﾙD隴B?大同4年(809).弘仁10年(819)官符 
荏 莱 系 ?ﾈ蹐I??ﾉ?C?ﾂ?ﾈ???ﾂ?ﾌ師4人立歌2人大歌 ?ﾈ蹐I??
働師4人 亶i¥I?ｽS)?ﾈi??ﾂ?`慨師1人 健師4人五節働師1人 
五節儀16人 
田儀師傑人4人 
倭 楽 亰i???ﾂ?|臥憐10人 ?8ｵh蹐?ﾂ?ﾘ閂?ﾊx蹐?ﾂ?
筑紫儀20人 
諸県師1人傑人10人 
笛師2人 笛生6人 笛工8人 ?X慄4ｨ蹐)??J師2人 
外 莱 系 ?(ｧ倡C???㈱}師1人 ??ｨ蹐?ﾂ?
摘草師1人 俘xｧﾘ蹐?ﾂ?
横笛師1人 兢?C?ﾂ?
鼓師1人 ??H蹐?ﾂ?
歌師1人 倆ｩJｨ蹐?ﾂ?
方磐師1人 ?)lﾘ蹐?ﾂ?
楽生60人 ??H蹐?ﾂ?鮪t1人 
尺八師1人 儖ｩF倡C?ﾂ?
墾模師1人 兩ｹMh蹐?ﾂ?
儀師1人 佻ｸ蹐?ﾂ?ﾈ蹐?ﾂ?(蹐?ﾂ?
高麗楽師4人 ?x蹐?ﾂ?｡笛師1人 散楽師1人 俾9lﾘ蹐?ﾂ?
楽生20人 佇)lﾘ蹐?ﾂ?恂ﾚ師1人 僚師1人 
百済楽師4人 佇)lﾓ?ﾂ?｡笛師1人 横笛師1人 俑H?蹐?ﾂ?
楽生20人 亊或X蹐?ﾂ?恂ﾚ師1人 
儀師1人 ?(蹐?ﾂ?
新羅楽師4人 ?x蹐?ﾂ?ﾕ師(2人)琴師1人 
楽生20人 仗X蹐?ﾂ?V師(2人)憐師1人 
伎楽師1人(呉楽) 舒ｨｧ倡C?ﾂ?鼕y師2人 
腰鼓師2人(呉楽) 辻? 
度羅供師1人波理傑6人 ?悦Xｧ倡C)??
久大儀20人 佻ｸ蹌?
那禁女傑5人 韓輿楚奪女傑女20人 歌師1人 佇h蹌?
林邑楽師2人 
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表6　唐天宝十三載(754)太楽署供奉曲名(『唐会要』巻33 ｢諸楽｣)
調 倬靼b?ﾈ名(括弧内は十三載改名前の原曲名) 
太族官 俚??"?煢ﾘ洞真(温叢悌曲)蹄聖曲(因度玉)承天順天景雲君臣相通九真 
九仙天冊永昌奨永代柴慶雲禦冬楽長書架紫極筒国歌封椎 
曜日光欽明引(舎悌兄胡歌)蕪山騎(河東婆)賓倫光(倶倫僕)紫雲騰 
(色倶騰)韓真(摩醸首羅)自蛤旗(火羅飽鵠塵)合浦明珠(羅利末羅) 
軽輩毒(勿童購)玉京春(蘇莫刺耶)元昭慶(阿箇盤陀)急金華洞真 
(急盈蓑悌曲)寓宇清(蘇莫遮)舞仙鶴仙雲昇(乞婆婆) 
太族商 ?Y?+"?j陳禦大定禦英雄禦歓心饗山香奨年年禦武威昇平禦興明禦 黄駿牒人夫雲雀白雲九野歓(遼帝碍婆野婆)迂金波(優婆師)高唐 雲(半射渠狙)慶惟新(半射没)司農賓薙(耶婆色薙)神鶴墜(野鶴墜) 
布陽春(捺利発)懐思引(蘇椎師胡歌)寓歳禦 
太族羽 儉ｨ?+"?蝌a寓語楽天統九勝禦元妃真元妃楽急元妃太監女宋奨貴女釆楽 山水白鴎芳桂林(郎刺耶)大仙都(移師都)躍泉魚(借渠沙魚)日 重輪(倶倫朗)未央年(蘇刺耶)芳林苑(托鉢羅)迂蘭叢(達摩支) 
壇童花(悉爾都)春楊柳天禽賓引賓延引(蘇刺耶胡歌) 
太族角 ?大同楽六合来庭安ji'=禦戒服来賓安公子紅藍花 
林鐘宮 ??"?站ﾈ垂洪楽商圏歓九仙歩虚飛仙景雲欽明引玉京賓輪光 
曜日光紫雲騰神仙(山剛)舞鶴塵(急火鳳) 
林鐘商 傅ﾉ?+"?V地大賓迎天歓心奨太平楽破陳楽五更韓聖明禦巻白雲凌波神 
九成聖汎龍舟月殿【越天】蝉曲英雄柴山香合羅仙迎祥瑚聖 
司炭質難九野歓来賓引(詑陵伽胡歌)儀鳳(胡穫)昇朝陽(蘇羅密) 
芳苑嘘(須婆栗特)北戒還淳(擬洛背陵)金風(金波借席)慶淳風 
(欣磨賊)慶惟新 
林鐘羽 討ﾖﾆd｢ﾙ+"?ﾎ鳳真火鳳急火鳳舞裾娘長命西河三重塵行夫急行天潤陽 女神白馬春楊柳長歓(無愁)玉開引(因地利支胡歌)大仙都春 
墓東祥雲飛(砥羅)文明新造塞塵活(勝蟹奴) 
林鐘角 ?紅藍花緑派杯赤白桃李花天白綜堂堂十二時荷来蘇(天下兵) 
黄鐘宮 ?封山楽 
黄鐘商 ?ｩ+"?j陳禦天授奨無為傾盃楽文武九華急九華大畳瑞蝉曲北雑蹄 淳慶淳風蘭山吹(杜蘭烏多回)天長賓蕎(老毒)春鷲嘩専吹急蘭tLJ 
来賓引(高麗)静連引(耶婆地胡歌)寛裳羽衣(婆羅門)金万引(忠 
蹄達牟薙胡歌)昇朝陽三輔安(≡部羅) 
黄鐘羽 ???"?ﾎ鳳急火鳳春楊柳飛仙大仙郁夫統洞憲章(思蹄達菩提兄)明 鳳柴真明鳳澱陽女(阿濫堆百舌鳥) 
中呂商 ?I+"?j陳禦太平禦傾盃禦大輔禦迎天奨蝉曲山香月殿天長賓蕎 (大百歳老寿)五更轄同昌還城禦慶惟新金風迂金波司農賓難 
金万引紫府洞真(倶摩尼悌)神雀歴北雑韓淳 
南呂商 ?Y+"?j陳禦九野歓法金波凌波神昇朝陽蘇莫遮歓心禦蝉曲来賓引 天地人賓五更持 
金風調 ?感皇恩(蘇実遮)流水芳罪(婆伽見) 
音調 不明 ?上雲曲自然真仙曲明明曲難思曲平珠曲無為曲有遺曲調元曲 立政曲献鳶曲高明曲開天曲儀鳳曲同和曲閑雅曲多稼曲金鏡 
曲 
*ゴチック体は､日本雅楽にもある曲名
( 20 )雅楽の来た遺一遣唐使と音楽(渡辺)
